
事前評価チェックシート
 計画の名称： ハードとソフトが一体となった総合的な治水対策の推進（防災・安全）

事　　前　　評　　価 チェック欄

I． 目標の妥当性
①上位計画等との整合性

I． 目標の妥当性
　１）目標が河川基本方針と整合している。 〇

I． 目標の妥当性
　２）上位計画等と整合性が確保されている。 〇

I． 目標の妥当性
②地域の課題への対応（地域の課題と整備計画の目標の整合性）

I． 目標の妥当性
　１）地域の浸水状況や土地利用の状況等を踏まえた目標となっている。 〇

I． 目標の妥当性
　２）地域の住環境等の状況を踏まえた目標となっている。 〇

II． 計画の効果・効率性
①整備計画の目標と定量的指標の整合性

II． 計画の効果・効率性
　１）目標と指標・数値目標の整合性が確保されている。 〇

II． 計画の効果・効率性
②定量的指標の明瞭性

II． 計画の効果・効率性
　１）指標・数値目標が分かりやすいものとなっている。 〇

II． 計画の効果・効率性
③目標と事業内容の整合性

II． 計画の効果・効率性
　１）指標・数値目標と事業内容の整合性が確保されている。 〇

II． 計画の効果・効率性
　２）目標及び事業内容と計画区域との整合性が確保されている。 〇

III．計画の実現可能性
①円滑な事業執行の環境（事業熟度、住民等の合意形成等を踏まえた事業実施の確実性）

III．計画の実現可能性
　１）計画の具体性など、事業熟度が十分である。 〇
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III．計画の実現可能性
　２）計画に記載された事業に関連する地方公共団体等の理解が得られている。 〇

III．計画の実現可能性
②地元の機運（住民、民間等の活動・関連事業との連携等による事業効果発現の確実性）

III．計画の実現可能性
　１）事業実施に関し、住民に対する事前説明が行われている。 〇
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